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１ 

木
田
郡
三
木
町 

三
木
町
は
香
川
県
の
東
部
に
位
置
し
、
高
松
市
、
さ
ぬ
き
市
、
徳
島
県
美
馬
市
に
接
し
て
い
ま
す
。
東

西
に
主
要
地
方
道
が
通
り
、
高
松
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
香
川
大
学
の
医
学
部
、
農

学
部
を
擁
す
る
学
生
の
街
で
も
あ
り
ま
す
。
８
月
に
は
池
戸
の
『
七
夕
』
、
９
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
『
獅

子
舞
フ
ェ
ス
タ
』
が
有
名
で
す
。
昭
和
２
９
年
（
１
９
５
４
年
）
１
０
月
１
日
町
制
施
行
。
木
田
郡
の
１

町
４
村
（
平
井
町 
神
山
村 

田
中
村 

氷
上
村 

下
高
岡
村
）
が
合
併
し
て
三
木
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

昭
和
３
１
年
（
１
９
５
６
年
）
９
月
３
０
日
に 

木
田
郡
井
戸
村
を
編
入
合
併
。
昭
和
３
４
年
（
１
９
５
９

年
）
１
１
月
１
日
に 

旧
井
戸
村
の
一
部
が
大
川
郡
長
尾
町
（
現
在
の
さ
ぬ
き
市
）

に
編
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 
 

面
積 

７
５
．
７
８
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

人
口 

２
万
８
，
４
６
２
人
（
２
０
０
９
・
６
・
１
現
在
） 

２ 

池
戸
七
夕
ま
つ
り 

池
戸
の
商
店
街
は
琴
電
池
戸
駅
の
東
に
位
置
し
、
全
長
１
７
５
ｍ
の
ア
ー
ケ

ー
ド
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
鮮
食
料
品
等
の
２
３
店
舗
が
商
店
街
の
中
に
あ
り
ま
す
。 

池
戸
七
夕
祭
り
は
昭
和
２
７
年
（
１
９
５
２
年
）
に
池
戸
の
商
店
主
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
商
店
街

振
興
の
た
め
始
め
ら
れ
た
祭
り
で
す
。
毎
年
８
月
の
第
１
土
曜
日
・
日
曜
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
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れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
、
短
冊
を
吊
る
し
た
４
～
５
メ
ー
ト
ル
の
５
０
０
本
を
越
え
る
笹
竹
が
街
を
彩
り
ま

す
。
ま
た
、
露
天
市
や
西
徳
寺
の
大
茶
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
行
事
が
開
か
れ
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定
着

し
ま
し
た
。
近
隣
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

 

３ 

西
徳
寺 

不
遠
山

ふ

お

ん

ざ

ん

放
光
院

ほ
う
こ
う
い
ん

（
本
尊 

阿
弥
陀
如
来
） 

全
讃
史
に
は
、
「
天
正
中
、
僧
了
願
之
を
建
つ
。
」
讃
岐
国
名

勝
図
会
に
は
「
同
所
に
あ
り
、
不
遠
山
と
号
す
一
向
宗
、
本
尊

阿
弥
陀
如
来
。
当
寺
は
摂
津
国
に
在
り
し
を
、
天
正
年
中
沙
門

了
願
こ
こ
に
遷
せ
り
。
」
と
あ
り
ま
す
。
も
と
は
摂
津
の
国
に
あ

り
、
宝
積
坊

ほ
う
し
ゃ
く
ぼ
う

と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
天
正
年
中
に
兵
火
に
か

か
り
、
開
基
な
ど
の
記
録
が
す
べ
て
消
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

天
正
年
間
に
乗
賢
ま
た
は
了
願
と
い
う
僧
に
よ
っ
て
こ
の
地
に

建
立
し
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
摂
津
国
か
ら

讃
岐
へ
移
り
建
立
さ
れ
た
寺
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

明
治
２
年
（
１
８
６
９
年
）
の
神
仏
分
離
の
時
、
池
戸
八
幡

宮
の
別
当
恵え

徳
院

と
く
い
ん

が
廃
寺
に
な
り
、
旧
神
体
な
ど
４
体
（
神
功
皇
后
・
仲
津

な

か

つ

姫
ひ
め
の

尊
み
こ
と

・
僧
形
八
幡
・
阿
弥

西 徳 寺  
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陀
如
来
）
が
寺
に
送
ら
れ
て
き
て
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
４
体
は
江
戸
時
代
の
も
の
で
す
が
、
色
彩

も
鮮
や
か
で
実
に
美
し
い
姿
を
し
た
像
で
、
他
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
珍
し
い
像
で
す
。 

池
戸
七
夕
祭
り
の
時
に
は
七
夕
大
茶
会
の
会
場
に
な
り
ま
す
。
本
堂
、
書
院
の
２
席
を
設
け
、
各
流
派

が
交
代
で
担
当
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
今
年
（
平
成
２
１
年
）
は
工
事
中
の
た
め
、
茶
会
は
お
こ
な
わ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
寺
の
境
内
に
は
樹
齢
約
５
０
０
年
の
「
い
ち
ょ
う
」
の
大
木
が
あ
り
ま
す
。 

明
治
３
２
年
（
１
８
９
９
年
）
三
木
・
山
田
両
郡
が
合
併
し
、
新
た
に
木
田
郡
が
誕
生
し
た
と
き
、
西

徳
寺
を
仮
庁
舎
と
し
て
木
田
郡
役
所
開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

【
西
徳
寺
の
鬼
の
角
】
（
周
り
３
０
㎝
、
長
さ
３
８
㎝
く
ら
い
の
角
と
、
長
さ
３
４
㎝
く
ら
い
の
足
の
骨
） 

 

西
徳
寺
に
は
「
法
然
上
人
の
教
化
を
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
鬼
の
角
」
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
か
ら
２
５
０
年
ほ
ど
前
、
元
文
２
年
（
１
７
３
７
年
）
６
月
２
６
日
、
苫と

ま

張ば
り

（
さ
ぬ
き
市
志
度
町
小

田
）
の
漁
師
長
十
郎
の
網
に
不
気
味
な
角
と
足
ら
し
き
骨
が
か
か
り
ま
し
た
。
「
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
だ
ろ

う
」
と
騒
い
で
い
る
と
、
見
知
ら
ぬ
人
が
現
れ
「
こ
れ
は
た
だ
の
骨
で
は
な
い
。
法
然
上
人
が
讃
岐
の
地

に
流
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
教
え
を
受
け
、
自
ら
悔
い
あ
ら
た
め
て
仏
門
に
帰
依
し
た
鬼
の
頭
か
ら
取
れ
た

角
だ
」
と
語
っ
て
姿
を
消
し
ま
し
た
。
長
十
郎
は
そ
れ
を
聞
き
、
「
鬼
で
さ
え
仏
の
教
え
を
聴
聞
し
た
の
に

自
分
は
人
間
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
ま
だ
仏
法
を
知
ら
な
い
。
は
ず
か
し
い
こ
と
だ
。
」
と
し
き
り
に
反
省
し

ま
し
た
。
長
十
郎
は
「
こ
れ
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
角
と
骨
を
持
ち
帰
り
、
菩
提
寺
で
あ
る
西
徳
寺
へ
寄
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進
し
ま
た
。
そ
れ
以
来
毎
年
旧
暦
６
月
２
８
日
に
は
、
お
虫
干
し
を
し
て
、
そ
の
鬼
の
角
を
信
者
の
人
た

ち
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
（
現
在
は
７
月
の
第
一
日
曜
日
） 

 
４ 
旧
郡
役
所
跡 

（
昭
和
６
１
年
９
月
１
１
日 

三
木
町
指
定
文
化
財
） 

明
治
３
２
年
（
１
８
９
９
年
）
４
月
郡
制
の
改
正
に

よ
り
三
木
・
山
田
両
郡
が
合
併
し
新
た
に
木
田
郡
が
誕

生
し
、
同
月
池
戸
の
西
徳
寺
を
仮
庁
舎
と
し
て
木
田
郡

役
所
開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
池
戸
公
民
館

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
建
物
は
、
木
田
郡
設
立

２
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
現
在
地
に
郡
役
所
と
し
て

新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
屋
根
に
は
ド
ー
マ
（
注
１
）

を
も
つ
な
ど
洋
風
建
築
で
、
県
下
で
も
貴
重
な
建
物
で

す
。
大
正
７
年
（
１
９
１
８
年
）
６
月
郡
内
１
９
箇
町

村
の
青
年
団
延
べ
３
，
５
０
０
人
の
奉
仕
に
よ
り
、
郡

役
所
敷
地
盛
土
工
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
大
正
８
年
（
１
９
１
９
年
）
工
事
費
１
３
，
７
７
５
円
を
も

旧木田郡役所（現池戸公民館）  
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っ
て
新
庁
舎
が
落
成
し
、
同
９
年
（
１
９
２
０
年
）
４
月
隣
接
し
て
建
築
さ
れ
た
公
会
堂
、
図
書
館
と
と

も
に
新
築
落
成
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
大
正
１
２
年
（
１
９
２
３
年
）
の
郡
制
廃
止
後
も
建
物
は
残
さ

れ
、
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
年
）
県
蚕
業
試
験
場
、
昭
和
３
２
年
（
１
９
５
６
年
）
県
農
業
試
験
場
三
木

分
場
な
ど
を
経
て
、
昭
和
５
８
年
（
１
９
８
３
年
）
に
池
戸
公
民
館
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。 

池
戸
は
木
田
郡
の
中
心
と
し
て
、
今
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
賑
や
か
な
町
で
し
た
。
郡
役
所
に
用

事
の
あ
る
人
は
、
一
般
の
人
々
は
言
う
ま
で
も
な
く
役
人
も
軍
人
も
池
戸
に
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
バ
ス

が
高
松
は
勿
論
、
仏
生
山
か
ら
も
川
島
・
十
川
を
通
っ
て
平
木
ま
で
来
て
い
ま
し
た
。
夜
と
も
な
れ
ば
赤

い
灯
、
青
い
灯
が
と
も
り
、
カ
フ
ェ
ー
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
若
い
男
性
に
と
っ
て
は
、
郡
役
所
は
兵
隊

検
査
の
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
昭
和
の
訪
れ
と
と
も
に
郡
の
中
心
と
し
て
の
池
戸
の
繁
栄
は
下
降
線
を
た
ど
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
昭
和
元
年
（
１
９
２
６
年
）
、
郡
役
所
は
廃
止
と
な
り
、
そ
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。 

（
注
１
）
《
ド
ー
マ(

D
o
r
m
e
r
)

》 

屋
根
に
設
け
る
窓
の
こ
と
で
、
屋
根
裏
や
吹
抜
け
へ
の
明
り
採
り
・
外

気
導
入
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
小
さ
な
切
妻
屋
根
を
張
り
出
し
、
窓
は

垂
直
に
設
置
し
て
、
雨
水
の
侵
入
が
無
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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５ 

木
田
郡
歌 

作
詞 

三
土

み

つ

ち

忠
造
（
注
２
） 

作
曲 

楠
美
恩
三
郎
（
注
３
） 

 
一 
い
つ
の
代
誰
か
さ
ら
し
け
ん 

白
布

し
ら
ぬ
の

な
せ
る
虹こ

う

の
滝 

 
 

 
 

 
巌

い
わ
ほ

に
く
だ
け
玉
と
散
り 

 
 

流
れ
て
や
ま
ぬ
水
の
ご
と 

こ
こ
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
あ
り 

十
三
方
里

ほ

う

り 

十
九
町
村

ち
ょ
そ
ん 
 

 
 

 

二 

昔
の
人
の
ひ
ら
き
け
ん 

 
 

四
箇

し

か

池い
け 

三
谷 

久
米
の
池 

め
ぐ
み
は
今
も
言
い
つ
ぎ
て 
い
よ
よ
い
そ
し
む
生
業

な
り
わ
い

に 

こ
こ
に
た
ゆ
ま
ぬ
進
歩
あ
り 

十
三
方
里

ほ

う

り 

十
九
町
村

ち
ょ
そ
ん 

  

三 

扇
の
的
を
い
と
め
け
ん 

 

屋
島
の
浦
の
そ
の
昔 

う
わ
や
の
か
ぶ
ら
一
筋
に 

こ
め
し
心
を
か
が
み
に
て 

こ
こ
に
楽
し
き
平
和
あ
り 

十
三
方
里

ほ

う

り 

十
九
町
村

ち
ょ
そ
ん 
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木
田
郡
が
成
立
す
る
直
前
の
頃
、
三
木
郡
は
大
内
寒
川
郡
に
、
山
田
郡
は
香
川
郡
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
成
立
当
初
、
木
田
郡
は
旧
三
木
郡
内
７
村
（
注
４
）
、
旧
山
田
郡
内
１
２
村
（
注
５
）
の

計
１
９
箇
村
で
し
た
。 

大
正
８
年
（
１
９
１
９
年
）
４
月
１
日
、
平
井
村
（
も
と
の
平
井
村
・
井
上
村
・
鹿
伏
村
・
池
戸

村
を
合
わ
せ
た
村
）
は
平
井
町
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
箇
村
だ
っ
た
木
田
郡
は
１
町
１
８
箇
村
に
な

り
ま
し
た
。
木
田
郡
歌
に
は
１
９
町
村
と
あ
り
ま
す
。
木
田
郡
成
立
間
も
な
い
明
治
３
２
～
３
３
年

頃
（
１
８
９
９
年
～
１
９
０
０
年
）
「
１
９
箇
村
」
と
い
う
歌
詞
で
作
ら
れ
た
の
が
「
１
９
町
村
」

に
修
正
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
歌
っ
て
み
る
と
「
１
９
ち
ょ
そ
ん
」
と
短
く
い
わ
な
け
れ
ば
歌
え
な
い

の
は
言
い
替
え
だ
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
木
田
郡
歌
の
歌
詞
は
昭
和
１
５
年
に
編
纂
さ
れ
た
「
木

田
郡
誌
」
に
載
っ
て
い
る
の
で
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
「
１
９
町
村
」
と
印
刷
さ
れ
て

い
る
の
で
初
め
か
ら
こ
の
通
り
だ
っ
た
よ
う
な
誤
解
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

（
注
２
）
《
三
土
忠
造
》
明
治
４
年
（
１
８
７
１
年
）
東
か
が
わ
市
水
主
で
出
生
し
、
東
京
高
等
師

範
学
校
を
主
席
で
卒
業
後
、
高
等
師
範
学
校
教
授
を
辞
し
て
立
憲
政
友
会
の
衆
議
院
議
員

と
な
り
ま
し
た
。
内
閣
書
記
官
長
を
振
り
出
し
に
文
部
大
臣
・
大
蔵
大
臣
・
逓
信
大
臣
・

鉄
道
大
臣
・
枢
密
顧
問
官
・
内
務
大
臣
（
一
時
運
輸
大
臣
も
兼
務
）
を
歴
任
し
た
戦
前
政

界
の
重
鎮
で
す
。 
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（
注
３
）
《
楠
美
恩
三
郎
》
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
年
）
青
森
県
弘
前
市
で
出
生
し
、
東
京
音
楽
学

校
師
範
部
を
卒
業
後
、
東
京
音
楽
学
校
助
教
授
、
同
教
授
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
日
本

の
音
楽
教
育
に
貢
献
し
、
数
多
く
の
校
歌
の
作
詞
・
作
曲
を
手
が
け
た
こ
と
で
も
有
名
で

す
。 

（
注
４
）
《
７
村
》
奥
鹿
村
・
井
戸
村
・
下
高
岡
村
・
氷
上
村
・
田
中
村
・
平
井
村
（
の
ち
平
井
町
）
・

牟
礼
村
の
７
村 

（
注
５
）
《
１
２
村
》
潟
元
村
（
の
ち
屋
島
町
）
・
古
高
松
村
・
木
太
村
・
林
村
・
三
谷
村
・
川
添

村
・
前
田
村
・
坂
ノ
上
村
（
の
ち
川
島
村
）
・
十
河
村
・
東
植
田
村
・
西
植
田
村
・
庵
治

村
の
１
２
村 

 

６ 

蚕
業
試
験
場 

安
政
６
年
（
１
８
５
９
年
）
横
浜
港
が
開
港
さ
れ
、
生
糸
輸
出
の
道
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
生
糸
は
輸

出
貿
易
の
根
幹
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
拡
大
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
香
川
県
も
明
治
５
年
（
１

８
７
２
年
）
養
種
製
造
業
者
に
鑑
札
を
下
付
し
、
明
治
２
０
年
（
１
８
８
７
年
）
頃
か
ら
は
積
極
奨
励
策

が
と
ら
れ
ま
し
た
。
三
木
町
の
養
蚕
も
そ
の
頃
始
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
は
先
進
地
か
ら
技

術
者
を
招
い
て
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
明
治
３
５
年
（
１
９
０
２
年
）
、
木
田
・
綾
歌
の
両
郡
で
は

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
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養
蚕
奨
励
の
た
め
郡
の
伝
習
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
養
蚕
で
す
が
、
特
産
品
で
あ
る
砂

糖
や
綿
が
輸
入
品
に
圧
迫
さ
れ
、
米
作
も
旱
害
を
う
け
た
た
め
、

養
蚕
業
の
振
興
に
努
め
る
こ
と
と
な
り
、
桑
樹
栽
培
の
促
進
、

養
蚕
伝
習
所
、
稚
蚕
共
同
飼
育
所
の
設
置
な
ど
が
企
画
さ
れ
ま

し
た
。
養
蚕
が
隆
盛
に
な
る
に
つ
れ
て
、
蚕
種
製
造
業
、
製
糸

業
、
桑
苗
生
産
業
、
繭
仲
買
問
屋
な
ど
の
事
業
が
興
り
、
三
木

町
は
東
讃
に
お
け
る
養
蚕
の
中
心
地
に
な
り
ま
し
た
。
養
蚕
教

育
に
つ
い
て
は
、
明
治
３
６
年
（
１
９
０
３
年
）
池
戸
に
木
田

農
学
校
を
開
校
し
、
大
正
元
年
（
１
９
１
２
年
）
に
は
養
蚕
別

科
を
設
け
て
生
徒
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
年
）
に
は
池
戸
に
県
下
最
大
の
設

備
を
持
つ
組
合
製
糸
が
設
立
さ
れ
、
輸
出
糸
の
製
造
販
売
を
行
な
い
ま
し
た
。
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
年
）

養
蚕
の
試
験
研
究
機
関
「
蚕
業
試
験
場
」
が
高
松
か
ら
池
戸
に
移
転
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
養
蚕
業
は
順
調

に
発
展
し
ま
し
た
が
、
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）
の
世
界
恐
慌
に
よ
り
繭
価
は
暴
落
し
、
人
造
絹
糸
（
レ

ー
ヨ
ン
）
の
発
達
な
ど
に
よ
っ
て
次
第
に
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

蚕業試験場の繭倉庫だった建物  
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７ 

池
戸
城
（
中
城

な
か
じ
ろ

） 

「
池
戸

い
け
の
べ

城
跡

の
し
ろ
あ
と 

初
め
安
富
氏
此
処
に
居
た
り
。
後
山
地
九
郎
左
衛
門
こ
こ
に
遷う

つ

る
。
山
地
氏
、
祖
は
三

野
・
多
度
・
豊
田
三
郡
の
旗
頭
に
て
、
三
野
郡
詫
間
の
城
に
居
し
人
な
り
。
」
『
讃
岐
国
名
勝
図
会
』
に
こ

の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。
城
主
は
初
め
東
讃
の
雄
、
安
富
氏
が
支
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
の
ち
に
三

野
郡
詫
間
城
主
で
あ
っ
た
山
地
九
郎
左
衛
門
が
こ
こ
に
来
て
城
主
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
城
跡
は

香
川
大
学
農
学
部
よ
り
２
０
０
ｍ
北
北
西
の
方
向
に
あ
る
、
ブ
ロ

ッ
ク
で
囲
ま
れ
た
宗
戸
神
社
一
帯
が
そ
う
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
周
辺
の
水
路
に
は
当
時
の
外
堀
ら
し
き
跡
が
う
か
が
え
、

か
な
り
広
い
面
積
を
持
つ
城
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

城
跡
の
東
と
北
に
は
か
つ
て
幅
４
ｍ
の
広
い
堀
が
巡
っ
て
い
ま

し
た
。
西
を
南
北
に
走
る
道
は
古
川
の
跡
で
、
南
西
の
鮎
堀
は
こ

こ
か
ら
水
を
引
き
込
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
堀
跡

も
か
つ
て
は
４
～
５
ｍ
ほ
ど
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
『
讃

岐
国
名
勝
図
会
』
で
は
、
ほ
ぼ
現
在
地
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
中

城
・
馬
場
・
殿
蔵
・
裏
門
・
鮎
堀
な
ど
の
地
名
に
、
か
つ
て
城
が

あ
っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。 

池 戸 城 跡  
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【
安
富
氏
】 

 
下
総
（
千
葉
県
）
の
出
身
で
、
紀
氏
を
称
し
て
い
ま
し
た
。
足
利
氏
に
従
い
戦
功
に
よ
り
播
州
三
日
月

郷
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の
後
細
川
頼
之
に
招
か
れ
て
讃
岐
へ
来
ま
し
た
。
三
木
郡
を
支
配
し
て
い
た
三
木

氏
に
後
継
者
が
無
く
、
そ
の
跡
を
受
け
継
ぎ
三
木
郡
の
領
主
に
な
り
ま
し
た
。
室
町
幕
府
管
領

か
ん
れ
い

で
あ
る
細

川
氏
の
四
天
王
と
し
て
信
任
が
厚
く
、
応
仁
の
乱
で
は
大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。
三
木
町
内
で
三
木
氏
に

代
わ
っ
て
支
配
し
た
城
は
高
岡
城
（
三
木
高
校
の
北
側
）
、
属
城
と
し
て
池
戸
城
を
築
き
ま
し
た
。
ま
た
、

細
川
氏
の
社
家

し

ゃ

け

奉
行

ぶ
ぎ
ょ
う

（
注
６
）
を
務
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
山
地
氏
】
山
地
九
郎
左
衛
門 

 

安
富
氏
が
池
戸
城
を
属
城
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
山
地
九
郎
左
衛
門
が
詫
間
か
ら
池
戸
に
来
て
、
城
主

と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
正
１
１
年
（
１
５
８
３
年
）
４
月
２
１
日
の
仙
石
秀
久
を
相
手
と
す
る

入
野
屋

に

ゅ

う

の

や

合
戦
に
お
い
て
活
躍
し
た
と
き
、
雨
霧
城
主
香
川
信
景
か
ら
感
状
を
も
ら
っ
た
と
の
記
録
が
あ
り

ま
す
。
天
正
１
３
年
（
１
５
８
５
年
）
秀
吉
軍
と
の
戦
い
の
中
で
落
命
し
た
と
も
、
長
宗
我
部
元
親
に
従

い
、
土
佐
へ
移
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
注
６
）
《
社
家
奉
行
》 

室
町
幕
府
の
職
名 

神
官
の
人
事
や
神
社
に
関
す
る
訴
訟
な
ど
を
つ
か
さ
ど

る
。 
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